
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
機
会

が
減
っ
て
大
学
調
べ
が
進
ま
な
い
高
校

生
が
増
え
る
中
、
高
校
教
員
か
ら
提
供

さ
れ
る
情
報
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
内
入
試
に
お
い
て

は
出
願
す
る
に
あ
た
っ
て
高
校
教
員
の

関
与
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
高
校
教

員
か
ら
い
か
に
自
学
に
合
っ
た
生
徒
を

勧
め
て
も
ら
う
か
」
が
多
く
の
大
学
に

と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
面
で
も
高
校
教

員
の
存
在
は
大
き
い
。
多
く
の
大
学
は

受
験
生
と
保
護
者
の
広
報
に
多
大
な
コ

ス
ト
を
か
け
て
い
る
が
、
彼
ら
は
毎
年

入
れ
替
わ
っ
て
い
く
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
毎
年
の
活
動
の
積
み
重
ね
な
の

で
、
長
く
在
籍
す
る
高
校
教
員
に
広
報

す
る
ほ
う
が
効
果
が
期
待
し
や
す
い
。

　
近
年
、
進
学
先
の
比
較
・
検
討
の
際

に
高
校
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、

「
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本

版
」
だ
。「
教
育
力
」
を
重
視
し
た
指

標
に
基
づ
き
、
ス
コ
ア
が
算
出
さ
れ
る

【
図
表
１
】。
2
0
1
7
年
に
登
場
し
て

か
ら
、徐
々
に
高
校
の
現
場
に
浸
透
し
、

今
や
高
校
教
員
の
９
割
以
上
が
認
知
、

そ
の
活
用
度
が
高
ま
っ
て
い
る
【
図
表

２
】。
活
用
目
的
と
し
て
は
「
志
望
校

研
究
時
に
視
野
を
広
げ
て
選
択
肢
を
増

や
す
た
め
」「
低
学
年
時
に
地
元
の
大

学
し
か
知
ら
な
い
生
徒
の
視
野
を
広
げ

る
た
め
」
と
い
っ
た
使
わ
れ
方
が
多
い

【
図
表
３
】。
今
号
の
取
材
の
中
で
「
研

究
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育
力
を
見
る

た
め
、
理
系
の
大
学
を
比
較
さ
せ
る
際

に
活
用
し
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
っ

た
。

　
最
新
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
１

位
は
３
年
連
続
で
東
北
大
学
。
T
O
P

10
は
前
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ
だ
。
20
位
ま

で
で
は
、
前
年
24
位
だ
っ
た
会
津
大
学

が
18
位
に
上
昇
し
た
点
は
注
目
に
値
す

る
だ
ろ
う
【
P・
16
図
表
４
】。

　
大
学
の
教
育
力
を
広
報
す
る
う
え
で

は
、
特
に
「
教
育
充
実
度
」
の
分
野
に

注
目
し
た
い
【
P・
17
図
表
５
】。
こ

の
分
野
の
ス
コ
ア
は
、
高
校
教
員
と
在

学
生
へ
の
評
判
調
査
の
結
果
が
反
映
さ

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、
総
合
ラ
ン

キ
ン
グ
と
は
順
位
が
異
な
る
。

　
分
野
別
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
場
合
、

そ
の
順
位
の
高
さ
を
広
報
に
使
う
大
学

が
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
。
ス
コ
ア
の
分
析
こ
そ
、
課
題
発

見
に
役
立
つ
。
評
判
調
査
が
基
に
な
る

「
教
育
充
実
度
」
の
ス
コ
ア
は
、
言
い

換
え
れ
ば
「
在
学
生
や
高
校
教
員
か
ら

の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
」
が
表
れ
て
い
る
も
の
。
ス
コ
ア
が

高
い
（
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
）
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
広

報
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
し
、
ス
コ

ア
が
低
い
（
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
）
の
で
あ
れ
ば
、
課
題
を
見
つ
け
出

し
、そ
の
解
決
に
あ
た
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　【
図
表
６
】
に
「
教
育
充
実
度
」
の

ス
コ
ア
算
出
に
使
用
す
る
「
高
校
教
員

へ
の
調
査
」「
学
生
調
査
」
の
質
問
項

目
を
示
し
た
。
自
学
の
強
み
と
課
題
を

考
え
る
際
の
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
さ
て
、
高
校
と
の
関
係
づ
く
り
で
ど

こ
も
注
力
す
る
の
が
「
高
校
訪
問
」。

コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
し
た
大
学
も
多
い
だ

ろ
う
が
、
こ
れ
を
機
に
、
従
来
の
や
り

方
が
望
ん
だ
学
生
募
集
に
役
立
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
見
直
し
を
進
め
た
い
。

ま
ず
は
重
点
エ
リ
ア
や
重
点
校
の
設
定

は
必
須
だ
。「
よ
り
高
校
教
員
の
関
与

度
の
高
い
地
方
部
限
定
で
訪
問
」（
東

洋
大
学
）、「
エ
リ
ア
ご
と
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
見
立
て
る
だ
け
で
な
く
各
高
校
の

特
性
を
見
極
め
て
重
点
校
を
設
定
し
、

戦
略
的
に
高
校
開
拓
」（
千
葉
商
科
大

学
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
ま
た
、
誰
が

行
き
、
何
を
す
る
か
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

戸
板
女
子
短
期
大
学
の
よ
う
に
卒
業
生

が
自
主
的
に
母
校
の
評
判
を
広
め
て
く

れ
た
り
（
P・
30
）、
岐
阜
協
立
大
学

は
高
校
訪
問
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え

て
い
る
（
P・
32
）。
今
回
取
材
し
た

高
校
か
ら
上
が
っ
た
「
勧
め
や
す
い
・

勧
め
に
く
い
大
学
」
例
を
【
図
表
7
】

に
ま
と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

望
む
学
生
募
集
に
役
立
つ

高
校
訪
問
へ
の
見
直
し
を

＊質問1～7をTHE世界大学ランキング日本版2022に使用
＊質問8～11はTHE世界大学ランキング日本版2022には不使用。アメリカとの比較検証に使用
＊質問12～16はTHE世界大学ランキング日本版2022には不使用。日本独自の調査

： THE世界大学ランキング日本版2022に使用

＊大学の特徴、能力伸長、国際化、キャリア、研究に関する印象を15の項目で調査
＊高校教員は、各質問項目に対して当てはまる大学を回答（最大15校）
＊質問1・2をTHE世界大学ランキング日本版2022に使用
＊質問1・2以外はTHE世界大学ランキング日本版2022には不使用
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THE世界大学ランキング
日本版2022の指標

教員・学生の交流、
協働学習の機会

生徒の力を伸ばしている

□高校訪問で営業的な情報提供ではなく、高校と教育などで関係を
　つくる意向がある大学

□高校からの要望にスピーディーに対応してくれた大学、
　親身になってくれる教職員がいる大学は好印象。
　学生を育てるのは教職員だから、生徒に勧めやすい

□１人ずつ丁寧に就職の面倒を見るなど、「面倒見がよい」という
　評判の大学は勧めたい。特に地元からの評判は重要

□競合校と自学の違いをワンフレーズで表現できておらず、
　他大学と差別化しにくい大学

□欲しい学生像（AP）だけを一方的に発信するだけでは、
　それによる学生の成長、キャリアまで見越して勧めにくく、
　生徒も志望しにくい

□教育内容に合った入試科目を入試で課していない大学（APとCP、
　DPが断絶）は、ミスマッチの原因になるので勧めない

グローバル人材育成に力を
入れている

高校の指導が生きる入試をしている

３つのポリシーが適切に設定されて
いると思える
英語力が入学時に不足していても、
卒業までにしっかり身につく
きめ細かい教育指導で学生の長所
を伸ばしている
産学連携など、実践的な取り組み
に力を入れている
就職実績について信頼できる
データを公表している
就職・キャリア支援の指導が
充実している

施設・設備が充実している

学生が大学生活を
活き活きと送っている
先進的・レベルの高い研究が
なされている

「この学問ならこの大学」と
言えるような学びがある
学部・学科の内容が明確で、
何を学べるのかわかりやすい

教育改革に前向きに取り組んでいる

授業・指導の
充実度

大学の推奨度

No 質問内容質問内容 日米
共通質問

「高校教員の評判調査」 質問項目とランキングへの活用

【図表6】日本大学ランキングの学生および高校教員調査項目一覧

【図表7】高校教員が高校生に勧めやすい大学・勧めにくい大学の例

勧めやすい 勧めにくい

【図表8】学生調査の主な質問の平均値推移

ランキング  学生募集

　本年３月、「THE 世界大学ランキング日本版２０２２」が発表
されました。総合ランキング上位の顔ぶれは前年とほぼ変わりが
なく、総じて安定した結果だったと振り返ることができます。そして、
この“安定”という言葉は、日本の全ての大学の教育力にも当
てはまります。「教育充実度」のスコアの基になる学生調査にお
ける大学の評価は、コロナ禍があったにもかかわらず、過去５年
間、順調に数値が伸びています【図表 8】。各大学の教育力の
維持・向上に向けた努力の成果が反映されたと言えるでしょう。
　自学の学生調査の結果データと参加大学全体の平均値は、
ランキングに参加した全大学に提供されます。これらは、自学の
課題発見と解決のための手かがりになるため、ぜひ有効活用し
たいもの。ここでは、学生調査結果の有効活用のためのポイン
トを５つ紹介します。
　１つ目のポイントは「自学の結果と全体平均との比較」です。
最新の結果を比較するだけでなく、過年度とも比較するのがよい
でしょう。例えば、全体平均が前年と比べて上がっているのに、
自学のスコアが下がっているような場合、早急にその要因を探る
べきです。
　２つ目は「取り組んだ施策との比較」です。大学が教育力向
上に積極的に取り組んでいるにもかかわらず、スコアが伸びてい
ない場合、それが学生に伝わっていないか、「学修成果」が十
分に上がっていない可能性があります。教育面の施策の検証が
必要でしょう。
　３つ目は「自学の推奨度の確認」です。学生調査の質問項
目⑦は、「自学を友人や家族に勧めるか」、質問項目⑫は、「大
学を選び直すことができたら現在通っている大学を選ぶか」をそ
れぞれ聞いています。これらが低ければ、学修者本位の教育へ
の転換がまだ発展途上だということ。特に質問⑫のスコアが低
い場合、ミスマッチを起こしている学生が少なくないとも考えられ

ます。募集広報や入試のあり方を見
直すべきではないでしょうか。
　４つ目は「『教育充実度』のスコアとのバランスの確認」です。

「教育充実度」のスコアは、高校教員への評判調査も反映され
ます。学生調査の結果が高いにも関わらず、「教育充実度」の
スコアが低い場合、高校教員からの評判がいまひとつということ。
教育面での見直しや高校向けの広報手法、提供する情報につ
いて、見直しを図りましょう。
　５つ目は、「他大学との比較」です。ランキングに参加するメリッ
トは、自学の立ち位置を分野別に見極められるということ。同じ
地域で「教育充実度」のスコアが高い大学があった場合、その
大学の強みを分析し、自学の改革の参考にすることも必要です。
　このように、ランキングは順位結果に一喜一憂するものではな
く、自学の教育のあり方や学生募集に関する課題をあぶり出す
ために使うのが本来の目的です。有効活用できていない場合は、
この５つの観点からデータ分析を始めてはいかがでしょうか。そし
て、まだエントリーしていないようであれば、次回はぜひご参加く
ださい。

自学の課題をあぶり出す５つの分析観点

柴田 聡子
（株）進研アド 改革支援室

学生調査の結果を有効活用し
教育と募集広報の見直しを
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あなたの大学における学習経験の中で、教授陣や先生方と交流
する機会はどの程度ありますか。

あなたの大学では、協同学習（協働学習）の機会はどの程度ありますか。

あなたの大学の指導では、クリティカル・シンキングのスキルの成長
が支援される機会がどの程度ありますか。
あなたの大学の指導では、学んだことをじっくり検討したり、学んだことを
相互に結び付けたりすることを支援される機会がどの程度ありますか。
あなたの大学の指導では、学習内容を実社会に応用することが支
援される機会がどの程度ありますか。

あなたの大学では、授業や大学の運営の改善に関して学生が提
案する機会がありますか。
あなたの大学は、授業や大学の運営に対する学生の提案がどのよ
うに実施されたのか、 明らかにされていると思いますか。
大学の学部や学科、研究室で学ぶことは、自分に自信を与えてくれ
ていますか。
あなたは、大学の教員やスタッフ、学生のコミュニティの一部だと感
じることはありますか。
もし過去に戻り、入学する大学を選び直せるとしたら、現在通って
いる大学を選びますか。
あなたは、現在の大学で学ぶことで、入学した時と比べて自分が成
長したと思いますか。

あなたの大学は、グローバル人材の育成に力を入れていると思いますか。

あなたの大学は、社会の変化に対応したカリキュラムになっている
と思いますか。
あなたの大学では、専攻以外の知識や経験を積み重ねていくこと
に対する支援がありますか。

あなたがこれまで大学で受講した授業は、あなたにとって挑戦／や
りがいのあるものでしたか。
あなたの友人や家族が大学に行くことを検討していたら、どの程度あなたの
通う大学を勧めますか。あなたの大学での経験をもとに回答してください。
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「学生調査」 質問項目とランキングへの活用

POINT
ど
の
高
校
と
ど
ん
な
関
係
を
つ

く
る
か
は
、年
内
入
試
入
学
者

の
質
を
決
め
る

しばたさとこ●（株）ベネッセコー
ポレーション大学事業部、シンガ
ポール、英国勤務を経て2018年
より現職。大学の国際化を支援。

特集  みんなで考える！ 志願者減時代の学生募集

＊THE世界大学ランキング日本版学生調査結果より。①②…は【図表６】の質問内容のNoを示す

＊高校への取材を基にまとめ
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